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＜病棟連絡事項＞
・東病棟ベッドマトレス消毒は本日で終了しました。

・2/16からの皮膚科診察は通常通りとなります。南Ａの玄関へ土井Ｄｒ．のお迎えをお願いします。

・南病棟隔絶解除に伴い、本日夕よりレストラン再開となります。

＜入室状況＞
【入院】
・瀧澤　敏雄様～東C5号室
【転入】
・畑中　成夫様～北306号室→東A14号室
・田中　文男様～北307号室→東C5号室
【転出】
・川村　八重様～東C5号室→南C205号室
・西原　正宏様～東C5号室→南A112号室
・谷地　寿梨様～東B1号室→西B24号室
【居室移動】
[bookmark: _GoBack]・和田　昌様～東C4号室→東A13号室

＜患者様連絡事項＞
・北川　達雄様～発熱が続いており、本日採血と抗生剤点滴本日２本/日、明日より３本/日指示あり。

・小栗　健太郎様～不穏時のコントミン(25)７回分処方。

・藤井　崇史様～不穏時のレボトミン(25)+ トリヘキシフェニジル塩酸塩(2)２０回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放中迷惑行為目立つため早めに開放観察終了する。隔離中は静穏。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察指示あるが、十分な見守りが行えないため開放観察は見送り。粗暴性や攻撃性はなし。話にまとまりはないも誇大的かつ妄想に左右されたような言動は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。被害的な訴えや他者とのトラブルはなく経過するも調子が悪いと訴え、10:40不調時ロラゼパム(0.5)1T、胃痛時つくし配合散1P服用している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・須田　栞乃様様～終日隔離中。主治医来棟時には声を荒げ、夫様を・スタッフへの敵意・攻撃性をむき出しにして、自身の首を両手で絞める行動があり。"ここから出してくれない限り食べない飲まない"と訴え、食事・水分提供するも手をつけず、拒絶が続いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～20:00開放観察実施。他者の言動や行動に反応して大声を上げる事や自傷行為はなし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・千葉　義明様～37℃台の発熱が続いており、呼吸は努力呼吸。声掛けへの反応は鈍い。

・竹ノ内　トメ様～発熱は無いが、血圧高値が続いている。覚醒状態にムラがあり。

・北山　り子様～ライン弄り等なく落ち着いている。テレビ電話面会は疲労がある様子。

・畑中　成夫様～女性他患への性的逸脱行動あり、北病棟より転入。転入後は不穏さ無くホールで過ごしている。

・田中　文男様～開放病棟での療養が困難である為、北病棟より転入となる。転入後スタッフの後をついて回る行動あり。

＜深澤Ｄｒ．患者様診察情報＞
・澤口　利香様～臨時薬同内容にて７日分、コンサータのみ１４日分処方。

・藤井　崇史様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・内田　都影様～臨時薬同内容にて７日分処方。明日任意入院へ切り替えし、北病棟へ転棟指示。

・工藤　六男様～持参薬当院切り替えし、本日より８日分処方。

・工藤　豊様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・堺　勝信様～持参薬当院切り替えし、本日より８日分処方。

・工藤　亮様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・飯田　修子様～定期薬変更無し。

＜小栁Ｄｒ．患者様診察情報＞
・江刺家　惠子様～本日夕よりメイバランス１本開始。

・城前　実様～臨時薬センノシドは中止、オランザピンのみ７日分継続処方。

・北川　達雄様～発熱が続いており、本日採血と抗生剤点滴本日２本/日、明日より３本/日指示あり。

・中山　芳雄様～ロナセンテープ開始してから易怒性は軽減してきている。処方継続。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和5年2月15日　9：43
　氏　　名：瀧澤　敏雄（たきさわ　としお）様
　生年月日：昭和12年2月3日　86歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室
　
　＜経過＞
　
　R5.2.15症状改善・環境調整目的にて東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。平成27年秋頃からは記銘力障害や見当識障害などの認知機能の低下も次第に顕著となっていた。H28年には外出するも自宅に帰ることができず、妻が迎えに何度も警察官に保護されていた。不眠や夜間の徘徊、興奮、苛々、粗暴な言動などの精神症状も悪化していた。介護抵抗や徘徊などの精神症状が強いためH29年4月25日に当院初診。それ以降当院外来通院継続していた。1～2週間程前からデイケア利用中に介護抵抗や拒絶、不眠で顕著であり、利用は困難であり自宅でも徘徊や興奮症状顕著で対応困難となったため、症状改善目的にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

【退院先】自宅、若しくはケアマネに相談し施設検討
【緊急時】延命　搬送希望
【CSセット】B-②
【義歯】なし
【介護認定】要介護３
【他科受診】なし
【売店】利用不可
※生活保護受給中
